
 
津田直 Nao TSUDA 

 

1976  神戸市生まれ 

 

 

個展 

 

2019 「湖の目と山の皿」八ヶ岳美術館（長野） 

2018 「エリナスの森」三菱地所アルティアム（福岡、4月 28日 – 5月 27日）；その後 evam eya yamanashi 

（山梨、6 月 9 日 – 7 月 16 日）；森岡書店（東京、6 月 19 日 – 24 日）；銀座 蔦屋書店（東京、

6月 25日 – 7月 23日）に巡回 

「辺つ方の休息」太宰府天満宮 文書館（福岡） 

2016 「IHEYA・IZENA」POST（東京、8月 19日 – 9月 17日）；その後 D&DEPARTMENT OKINAWA by OKINAWA 

STANDARD（沖縄、9月 9日- 10月 4日）；D&DEPARTMENT SEOUL by MILLIMETER MILLIGRAM（ソウル、

10 月 7 日 – 11 月 6 日）；D&DEPARTMENT HOKKAIDO by 3KG（北海道、10 月 15 日 – 11 月 6 日）；

D&DEPARTMENT FUKUOKA（福岡、11月 17日 – 12月 18日）に巡回 

「Grassland Tears」タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルム（東京） 

2015 「青い森から、繋ぐ」クラチカ ヨシダ 表参道 the PORTER Gallery（東京） 

 「NAGA」POST（東京） 

2014 「REBORN (Scene 2) ― Platinum Print Series」タカ・イシイギャラリー モダン（東京） 

「On the Mountain Path」Gallery 916（東京） 

「SAMELAND」POST（東京） 

2013 「NORTHERN FOREST」T.O.D.A.（栃木） 

2012 「Storm Last Night / Earth Rain House」CANON GALLERY S（東京） 

「REBORN “Tulkus’ Mountain（Scene 1）”」タカ・イシイギャラリー 京都（京都） 

2011 「漕」成安造形大学（滋賀） 

「REBORN“Tulkus’ Mountain（Scene 1）”」ヒロミヨシイ（東京） 

2009 「果てのレラ」一宮市三岸節子記念美術館（愛知）[カタログ] 

2008 「漕」ヒロミヨシイ（東京） 

「SMOKE FACE」NADiff Gallery（東京） 

「SMOKE LINE」資生堂ギャラリー（東京）[カタログ] 

「漕」John Connelly Presents（ニューヨーク、ニューヨーク州、アメリカ） 



2007 「津田直 作品集‘漕’出展記念イベント」ヒロミヨシイ（東京) 

2006 「niwa(津田直、鈴木良)/knot」ヒロミヨシイ（東京) 

「津田直 眠りの先－夜をひきつれて」Gallery Kai（大阪) 

2005 「漕ぎだし」主水書房（大阪) 

2004 「近づく(Yellow)」Gallery Kai（大阪) 

「近づく」ヒロミヨシイ（東京)  

 

 

グループ展 

 

2019 「Reborn-Art Festival 2019」牡鹿半島、網地島、石巻市街地、松島湾（宮城県） 

2018 「A Beautiful Moment」Huis Marseille, Museum for Photography（アムステルダム、オランダ） 

2016 「風景のかたち - 前田真三と現代日本の風景写真」足利市立美術館（栃木） 

「INCIDENTS 2016」八戸酒造株式会社（青森） 

2015 「Showcase “Stands”」表参道ヒルズ スペースオー（東京） 

2013 「Gelatin Silver Session 2013 - Save The Film -」AXIS Gallery（東京） 

2012 「Gelatin Silver Session 2012 - Save The Film -」AXIS Gallery （東京） 

「華雪/津田直『それはかならずしも遠方とはかぎらない』」ヒロミヨシイ六本木（東京） 

「現代美術の展望 - 新しい平面の作家たち VOCA展 2012」上野の森美術館（東京）[カタログ] 

2012-18 「東北 – 風土・人・くらし」中華世紀壇世界芸術館（北京、中国、2012年、3月 10 日 – 16 日）；

その後ローマ日本文化会館（ローマ、イタリア、3月 20日 – 5月 12日）；辛亥革命博物館（武漢、

中国、6 月 14 日 – 20 日）；ジャパンファウンデーション・ギャラリー（シドニー、オーストラ

リア、6 月 7 日 – 21 日）；パース市役所庁舎（パース、オーストラリア、7 月 9 日 – 27 日）；

長春市図書館（長春、中国、7月 12日 – 25日）；重慶三峡博物館（重慶、中国、8月 10日 – 31

日）；ブリーディング・ハート（ブリスベン、オーストラリア、8 月 18 日 – 25 日）；大連世界

博覧広場（大連、中国、9月 8日 – 11日）；ギャラリー・シャーアラム（シャーアラム、マレー

シア、11月 2日 – 28日）； マレーシア科学大学、トゥアンク・ファウジア博物館＆ギャラリー

（ペナン、マレーシア、12月 7日 – 2013 年 1月 5日）；ニューデリー日本文化センター（ニュー

デリー、インド、2013年 1月 14日 – 2月 16日）；フィリピン国立博物館（マニラ、フィリピン、

1月 29日 – 3月 17日）；シアトル・センター・パビリオン（シアトル、ワシントン州、アメリカ、

4月 16日 – 5月 6日）；高雄市文化中心（高雄、台湾、中国、4月 20日 – 5月 12日）；台南市立

新営文化中心（台南、台湾、中国、5 月 16 日 – 6 月 2 日）；トロント日本文化センター（トロン

ト、カナダ、6 月 14 日 – 10 月 6 日）；タジキスタン国立図書館（ドゥシャンベ、タジキスタン、

7 月 3 日 – 21 日）；キーク・イン・デ・キョク（タリン、エストニア、9 月 4 日 – 11 月 3 日）；

クロアチア科学芸術アカデミー、グリプトテカ美術館（ザグレブ、クロアチア、11 月 13 日 – 28



日）；在シカゴ日本国総領事館広報文化センター（シカゴ、イリイノ州、アメリカ、12月 16日 – 2014

年 2月 7日）；ラドビラス・パレス美術館（ビリニュス、リトアニア、2014日 1月 28日 – 2月 28

日）；ローザ・パークス博物館（モンゴメリ、アラバマ州、アメリカ、3月 3日 – 31日）；イマー

ジャント・アーツ（ホットスプリング、アーカンソー州、アメリカ、4月 18日 – 5月 30日）；ク

ラシックフォトギャラリー（モスクワ、ロシア、7 月 30 日 – 9 月 7 日）；ベイリー・ギャラリー

（ソルトレイクシティー、ユタ州、アメリカ、8月 25日 – 9月 12日）；国立市彫刻博物館（サン

クトペテルブルク、ロシア、9 月 29 日 – 10 月 19 日）；モンテ・カルメロ文化センター（サンテ

ィアゴ、チリ、10 月 9 日 – 11 月 19 日）；ギャラリー“プログレス”（ベオグラード、セルビア、

11月 10日 – 30日）；国立文化宮殿（マナグア、ニカラグア、2015 年 1月 9日 – 24日）；ケチケ

メート市カトナ・ヨージェフ美術館（ケチケメート、ハンガリー、2月 6日 – 3月 1日）；ホルヘ・

タデオ・ロサノ大学アルテルナ展示会場（ボゴタ、コロンビア、2月 5日 – 3月 4日）；ローメル・

フローリシュ芸術歴史美術館（ジュール、ハンガリー、3 月 6 日 – 29 日）；アートボックス（ク

ライストチャーチ、ニュージーランド、4月 29日 – 5月 24日）；ポストモダニズム・ミュージア

ム（ブカレスト、ルーマニア、4月 28日 – 6月 11日）；ウェリントン市立中央図書館（ウェリン

トン、ニュージーランド、6月 3日 – 7月 2日）；マッセイ大学アルバニーキャンパス図書館（オ

ークランド、ニュージーランド、7 月 10 日 – 29 日）；トゥポウ専門学校ホール（ヌクアロファ、

トンガ、8月 13日 – 31日）；スコピエ市立博物館（スコピエ、マケドニア、9月 1日 – 21日）；

ベトナム国立美術博物館（ハノイ、ベトナム、10月 31日 – 11月 15日）；マレー技術博物館（バ

ンダル・スリ・ブガワン、ブルネイ、2016 年 2月 11日 – 3月 4日）；サハリン州立美術館（ユジ

ノサハリンスク、ロシア、4 月 5 日 – 26 日）；パナマ現代美術館（パナマシティ、パナマ、5 月

11日 – 6月 26日）；ウラジオストク国立経済サービス大学博物館兼展示コンプレックス（ウラジ

オストク、ロシア、5月 13日 – 6月 17日）；極東美術館（ハバロフスク、ロシア、6月 28日 – 7

月 24日）；サンフランシスコ・デ・アシス教会（ハバナ、キューバ、7月 22日 – 8月 27日）；ケ

ルン日本文化会館（ケルン、ドイツ、9月 9日 – 11月 19日）；ベジャス・アルテス美術館（サン

ト・ドミンゴ、ドミニカ共和国、11月 17日 – 12月 20日）；シルクド・デ・ベジャス・アルテス・

デ・テネリフェ（テネリフェ、スペイン、2017年 1月 16日 – 2月 16日）；レオン市立美術館（レ

オン、メキシコ、2月 11日 – 4月 20日）；ガレリア・パリド・フォト・バルセロナ（バルセロナ、

スペイン、3月 1日 – 31日）；サンパウロ市民センター（サンパウロ、ブラジル、5月 26 日 – 7

月 12日）；パラナ州博物館（クリチバ、ブラジル、7月 20日 – 8月 13日）；旧裁判所文化センタ

ー（マナウス、ブラジル、8 月 29 日 – 9 月 30 日）；ジェルモダン（アンカラ、トルコ、10 月 11

日 – 22日）；トヘ・マラコフ（レシフェ、ブラジル、10月 21日 – 11月 12日）；パキスタン国立

芸術評議会（イスラマバード、パキスタン、11月 7日 – 12月 7日）；ブンダラ・ブダヤ・ジャカ

ルタ（ジャカルタ、インドネシア、2018 年 1 月 17 日 – 31 日）；オルアシス・ギャラリー（スラ

バヤ、インドネシア、3月 19日 – 29日）に巡回 [カタログ] 

2010 「Keisuke Maeda−Nao Tsuda」L.A.Galerie（フランクフルト、ドイツ） 



「126 POLAROID」横浜美術館（神奈川）[カタログ] 

2009 「もうひとつの森へ」メルシャン軽井沢美術館（長野）[カタログ] 

2007 「琵琶湖ビエンナーレ 2007」尾賀商店（滋賀） 

2006 「ドキュメント福島 日本の視点、福島との対話」福島県立美術館（福島）[カタログ] 

2005 「現代写真の母型 2005 サイトグラフィックス[風景写真の変貌]展」川崎市市民ミュージアム 

（神奈川） 

 

 

アーティスト・イン・レジデンス・プログラム  

 

2013 Combaz 7, Crans-Montana（スイス） 

 

 

出版物 

 

『Elnias Forest』handpicked、2018年 

『IHEYA・IZENA』limArt、2016年 

『TRIBUTE FROM GREEN FOREST』株式会社吉田、2015 年 

『NAGA』limArt、2015 年 

『SAMELAND』limArt、2014年 

『Storm Last Night』赤々舍、2010年 

『近づく[増補版]』AKAAKA + hiromiyoshii、2009 年 

『SMOKE LINE』赤々舍、2008年 

『漕』主水書房、2007 年 

『近づく』hiromiyoshii、2005年 

 

 

パブリック・コレクション 

 

Huis Marseille, Museum voor Fotografie（アムステルダム、オランダ） 

太宰府天満宮（福岡） 

 

受賞歴  

 

2010 芸術選奨文部科学大臣新人賞（美術部門） 


